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研究成果の概要（和文）：本申請研究では、デジタルカメラが銀塩フィルム式カメラを代替してきたように、従
来製品にはない新たな価値提案を伴うイノベーションの結果として、市場シェア逆転が起こるメカニズムを解明
することを目的としている。デジタルカメラやコンタクトレンズの事例研究により、イノベーションが市場シェ
アにどのような影響を及ぼすかを検討する一方で、より一般性の高い数理モデルを構築し、理論・経験の両面か
ら、新たな価値を創造するイノベーションによる業界構造変化のプロセスを考察した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to clarify the mechanism that disruptive 
innovations lead to the market share turnovers.  Based on case studies of digital still camera and 
contact lenses, we discussed that disruptive innovations bring new value propositions to the 
markets, and they lead market share changes.  Also we developed some mathematical models to examine 
processes of market share turnover by the innovations.

研究分野：経営学
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１．研究開始当初の背景 

 近年、経済の成長エンジンとしてイノベー

ションへの注目が高まっている。日本経済全

体の減速に加えて、高度成長期に高い国際競

争力を誇った日本企業も、中国などの新興工

業国からの追い上げに苦戦している。天然資

源の乏しさや、中長期的な人口減少・高齢化

など、日本経済や日本企業を取り巻く環境は

厳しさを増している。こうした環境下で、経

済成長を牽引するエンジンとしてイノベー

ションへの期待はかつて無いほどに高まっ

ている。 

 しかしながら、イノベーションはチャンス

をもたらすと同時に脅威にもなりうる。イノ

ベーションがもたらす新たな顧客価値は、従

来からのビジネスのあり方を根底から変質

させる場合もありうる。たとえば、スマート

フォンの登場によって、携帯電話端末のトッ

プ企業であったノキアは、ほんの数年で市場

シェアの座を奪われた。音声通話を主用途と

する従来型の「携帯電話」は、「（通話も可

能な）ポケットに入るコンピュータ」である

スマートフォンに代替されつつある。 

 こうしたビジネスの変革は、業界の既存企

業にとって大きな脅威になる。なかでも、イ

ノベーションが顧客に新たな価値をもたら

し、従来はライバルとはみなされていなかっ

た企業によって、市場シェアが逆転される事

例が多数観察されるようになってきた。その

代表的な例がデジタルカメラ（DSC: Digital 

Still Camera）である。 

 1990 年代後半にコンシューマー向けの

DSCが市場に導入された当初、35mmフィル

ムを用いた従来型の銀塩カメラに比べると

画質が劣ると批判されていた。しかし、撮影

した画像を液晶ディスプレイですぐに確認

できる点や、デジタル信号がコンピュータで

扱いやすい点など、DSC固有のメリットも存

在する。こうしたメリットを評価する顧客グ

ループは、画質が低いことを許容した上で

DSCを選択する一方で、画質に満足できない

顧客は「DSCは玩具にすぎない」と評価した。

しかし、2000年代前半には、DSCメーカーの

努力によって画質の点で銀塩方式と遜色が

なくなり、銀塩カメラに固執していた顧客層

が一斉に DSCへとスイッチし、従来方式のカ

メラは急速に市場が縮小していった。 

 DSCのように、従来の評価基準では性能が

劣る反面、これまでにない新たな価値を顧客

に提供することで、顧客の評価が分かれるよ

うなイノベーションを、顧客層を分断すると

いう意味で「分断的イノベーション」と呼ぶ。

分断的イノベーションを契機とする、競争地

位の逆転現象は近年注目を集めているもの

の、そのプロセス・メカニズムは未だ充分に

解明されてはいない。 

 分断的イノベーションについては、1990年

代後半にその概念が提唱され、デジタル技術

の進歩やインターネットの普及などを背景

に、2000年代にはデジタルカメラ、ポータブ

ル＝オーディオ＝プレーヤ（iPod）、タブレ

ット型コンピュータ(iPad)などの事例が観察

されるようになってきた。近年では、DSC・

ICレコーダー・電子辞書・カーナビゲーショ

ンなどの市場規模が急激に縮小している原

因として、スマートフォンの普及が指摘され

ている。 

 こうした事例についての経験的な研究の

蓄積は徐々に進行しつつあるものの、特定製

品に対する顧客評価が特定のタイミングで

「急変」するのはなぜなのかについては、未

だ充分に解明されていない。多くの研究では、

分断的イノベーションを「後知恵」で検討し

ているため、他の事例に対する応用可能性や、

将来起こりうる事象に関する予測可能性は

限られている。 

 分断的イノベーション研究の嚆矢とされ

る Christensen（1997）では、ハードディスク・

ドライブ（HDD）を主要な例に、業界主力企

業が「分断的イノベーション」に対応できず、



既存企業のシェアが新興企業によって浸食

されてきたプロセスを「記述」していている

ものの、メカニズムの「説明」に成功してい

るとは言えない。新たな製品属性（小型）に

対する顧客評価が、否定から中立を経て肯定

へと変化してきたメカニズム・プロセスは十

分に解明されていない。そのため、どのよう

な条件の下で、分断的イノベーションによる

シェア逆転が観察されるのか、あるいはどの

タイミングで発生するかを予測することは

きわめて困難である。 

 

２．研究の目的 

 本研究では、(1) DSC やコンタクトレンズ

など分断的イノベーションによるシェア逆

転が観察された産業を取り上げ、詳細な事例

研究を通じて経験的な知見を蓄積し、(2)経験

的知見を数理モデル構築に反映させ、より一

般化可能性・予測可能性の高いモデルを開発

することを目的としている。 

 

３．研究の方法 

 事例分析については、DSCやコンタクトレ

ンズなど分断的イノベーションによるシェ

ア逆転が観察された産業を取り上げ、分析を

行った。 

 数理モデル分析に関しては、技術や製品の

レベル(異なった二つの技術による二つの

異なった性能尺度での性能・機能、費用水

準)と需要者の行動（二つの性能尺度を選好

する程度）の相互依存を考慮した非協力ゲ

ームを用いて Nash 均衡を求めた。 

 

４．研究成果 

 本研究では、まず先行研究のレビューを行

い、「分断的イノベーション」の概念がどの

ように定義されてきたか、また市場シェア変

動のプロセス・メカニズムがどのように説明

されてきたかを整理した。 

 こうした先行研究の成果を踏まえた上で、

DSC・コンタクトレンズといった業界におけ

るイノベーションによる競争状況の変化に

ついて､事例研究をおこなった。 

 コンタクトレンズ業界でのイノベーショ

ンと競争行動に関する発見事実は、以下のよ

うなものである。従来、メニコンやシードな

ど国内メーカーが主流だったコンタクトレ

ンズ市場では、使い捨て（ディスポーザブル）

タイプの登場以来、ジョンソン・エンド・ジ

ョンソンなど外資系メーカーの市場シェア

が拡大している。一定期間の使用後に廃棄す

る「ディスポーザル」の場合、洗浄・消毒な

どのメンテナンスの手間が大幅に軽減され

る。また、使い捨て後は新しいコンタクトレ

ンズを装用するため、雑菌などを原因とする

トラブルを防止することもできる。手軽で便

利なディスポーザブルタイプの登場以来、従

来型コンタクトレンズに強みを発揮してき

た日本メーカーは市場シェアを縮小してい

る。ただし、製品タイプ別の市場規模を詳し

く観察すると、ハードコンタクトは、ディス

ポーザブル（ソフトタイプ）の拡大によって、

コンタクトレンズ市場全体のなかでの相対

的なシェアは低下しているものの、市場規模

（装用人口など）は一定であることが確認さ

れている。このことは、顧客がコンタクトレ

ンズを評価する基準は必ずしも統一化の方

向に向かっているわけでもなく、透明性・光

屈折性や酸素透過性などに優れた従来型コ

ンタクトレンズを高く評価する顧客が一定

数存在し、その市場セグメント規模が変化し

ていないことを示している。 

 また、デジタルカメラ業界を事例にして、

POSデータを用いて、イノベーションによる

新しい価値提案を消費者がどのように評価

してきたかを定量的に分析した。具体的には、

「ヘドニック回帰分析」によって、デジタル

カメラの製品属性（センサー画素数・レンズ

の明るさなど）が、店頭での販売価格にどの

程度寄与しているかを推定した。分析結果か



らは、製品属性の価格への寄与度は、タイミ

ングによって異なっていて、たとえば「手ぶ

れ補正」など同一の製品属性に対して、顧客

が強く反応するタイミングとそうでない時

期があることが判明した。また、こうした反

応の「全体的パターン」にも一貫性がなく、

連続した二年間で比較してみると、ある年の

評価パターンは前年のパターンとほとんど

相関が観察されなかった。こうした発見事実

は、ユーザーは時間経過とともに、製品属性

評価の方法を学習している可能性を示唆し

ている。 

 これらの事例研究からは、顧客は複数の製

品属性を「一元的」に順位づけしているわけ

でなく、少数の「焦点属性」に注目して、そ

れぞれに対して別々の評価尺度を用いて評

価している可能性が示唆される。 

 こうした事例研究からのインプリケーシ

ョンを踏まえて、数理モデルの開発を行った。

モデル分析からは、新技術による新しい製

品属性を強くアピールする新規参入企業が、

既存技術をベースとした既存企業からシェ

アを奪うのは、非常に稀な現象であること

が示された。既存企業が大きなコスト優位

を有する場合には、シェア逆転は起こらず、

新規参入企業は小規模なニッチ市場の顧客

を対象とせざるをえない。モデル分析から

は、分断的イノベーションによってシェア

逆転が観察されるのは、新技術がもたらす

新しい顧客満足の水準が圧倒的に高く、そ

れを高く評価する顧客層が十分に大きなボ

リュームで存在する場合に限られることが

判明した。 
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